
2016      年度事業報告書
1.   事業総括
１．１  .   コアコンピタンスの明確化
　2016年度は、茶話会を通して、会員との対話を深め、IGBのコアコンピタンス(活動の軸)を
明確することに注力した。

◊  ビジョン・ターゲットの見直し
　2015年度のIGBのビジョン・スローガンは以下の通りだったが、
　内外共に分かりにくいとの声が上がり見直しを実施し、下記の通り変更した。
　
　ビジョン：団体が将来目指すべきもの
　スローガン：団体の理念や、活動の目的を、簡潔に言い表したもの

【変更前】
　ビジョン：持続可能な情報社会の実現
　スローガン：Beyond the Information Barrier(情報バリアを越えて)  
　　　　　　　～誰もが情報を得ることのできる豊かな社会を創ろう～
【変更後】
　ビジョン：誰もが情報が得られる豊かな社会を創ろう
　スローガン：「情報バリアフリー」な社会を実現する

◊活動理念の新設
　活動を進めるに上でのコアとなる軸と目指すべき方向を明確にすべく、「活動理念」を新設した。
　【活動理念】
　　啓発：「ダイバーシティ＆インクルージョン」を普及し「互助」を推進します
　　教育：「当事者研究」を進め「自助」による解決能力を向上させます
　　要望：社会課題を「公助」により解決します

◊枕詞  の新設
　名称インフォメーションギャップバスターが何をする団体かを端的に説明する言葉を議論して、
　「情報バリアフリー推進団体」とすることにした。

1.2.    情報バリアフリー推進事業
　2016年度も 2015年度に引き続き、(1)労働 (2)生活 (3)文化の諸分野においての情報バリアフ
リー推進事業を実施した。具体的には以下の通り。

(1) 労働
・5/21に「事例で学ぶ差別禁止法制」というテーマで勉強会を開催し、浸透不十分の現状の課題と
　当事者として職場と交渉していくことの必要性を認識できた。
(2) 生活
・電話リレーサービスの現状について知りたいとの声が多かったため、11/12に第４回目電話リレー
　サービス普及シンポジウムを実施した。現時点の日本財団による電話リレーサービスには試行中が
　ゆえの制約と課題について、参加者と共有できた。
(3) 文化
・字幕と著作権についての企画を予定していたが、共催予定の大学側の都合で延期となった。
　この他、教育分野において、3/25に聴覚障害者のコミュニケーション能力の育成について考えるという
テーマで勉強会を開催し、当事者研究の必要性を再認識できた。

1.3.   団体紹介パンフレットの作成
　よこはま夢ファンドから助成を頂き、3,500部のパンフレットを作成した。団体 PRに活用していく。



2.   事業の成果
　下記に示す通り、情報格差の解消、情報リテラシー向上のための企画を当初の事業計画通りに開催す
る事ができ、情報バリア問題の啓発と自立支援に貢献出来たと考えている。
　また、各企画のアンケートの結果も概ね好評であり、開催意義はあったと考えている。

【情報格差の問題意識を高めるための情報発信及び啓発事業】
　　・13回実施し、延べ約 1,000人以上を対象。　
　　・本年度より会員同士の交流促進のための会員向け企画を 4回実施した。(2015年度比倍増）

【情報弱者をなくすための情報提供システムの開発事業】
　　・Webサイトを運営し、1,000人以上に発信した。
　　・facebookページの「いいね！」も 1,500名を突破し、認知度が上がってきている。
　　・メルマガを 2回発行し、600人以上に購読していただいた。(開封数より推定)

【情報リテラシー向上のための教育事業】
　　・教育チームを立ち上げ、事業対象・内容を検討するべく、定例会を３月に開催した。

　なお、2015年度定期総会を 6/18に、理事会は 8/1, 10/3, 11/9, 2/6に開催した。

3.  事業の実績に関する事項
3.1.   特定非営利活動に係る事業

定款の事業名 事業内容
実施
回数

実施日
実施
場所

テーマ
受益対象者の範囲
及び人数

(1) 情報格差の問題
意識を高めるための
情報発信及び啓発

展示 1 '16/11/26-

27

全難聴大会 電話リレー
サービス

一般市民 500

講演 2 '16/11/16 亜細亜大学手話
基礎講座

情報バリア 亜細亜大学
手話基礎講
座

50

'16/3/5 杉並区中途失
聴・難聴者の会

電話リレー
サービス

杉並区中途
失聴・難聴
者の会

50

定例会 10 '16/4/15 横浜市あざみ野
アートフォーラ
ムあざみ野

無音の音楽映
画 LISTEN監
督トーク
ショー

会員他 120

'16/5/21 FBCフォーラム
(神田)

事例で学ぶ差
別禁止法制

50

'15/7/23 目黒区青少年プ
ラザ 視聴覚室

茶話会 10

'16/9/3 目黒区青少年プ
ラザ視聴覚室

茶話会 10

'16/10/22 東京都障害者福
祉会館

茶話会 9

'15/11/12 中根一丁目 会議
室 第５会議室

電話リレー
サービス普及

30



シンポジウム
(4)

'15/12/10 東京都障害者福
祉会館

障害者にとっ
て暮らしやす
い情報社会と
は(2)

50

'16/1/7 東京都障害者福
祉会館

アイデアの効
果的な出し方

15

'16/2/5 男女平等・共同
参画センター 研
修室

茶話会 10

'16/3/25 東京都障害者福
祉会館

聴覚障害者の
コミュニケー
ション能力の
育成について
考える

50

(2) 情報弱者をなく
すための情報提供シ
ステム開発
(情報提供システム開
発事業・Webでの情
報発信)

– 通年 Webサイト 一般市民 1000

(3) 情報リテラシー
向上のための教育
(ワークショップなど
の開催／企画事業・
セミナー)

0 - - - -

(4)情報弱者の雇用機
会創出の支援
(障がい者ダイバーシ
ティに関するディス
カッション開催)

0 - - - -

3.2.   その他の事業

 事業なし


